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代表取締役社⻑の本間でございます。

本⽇はお忙しいところご出席いただきまして誠にありがとうございます。
それでは、第２四半期決算の概要についてご説明します。
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（説明省略）



（説明省略）
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まず、全社実績の概要についてご説明します。
第２四半期では、全ての項⽬で第１四半期からプラス幅を拡⼤することができま

した。

特に受注⾼は為替影響を除けば全てのセグメントで第１四半期から伸びており、
全社では第２四半期で1,500億円ほどプラス幅を拡⼤しています。その中でも、公
共・社会基盤と北⽶が⼤型案件の獲得によって⼤幅に伸びています。

売上⾼についても為替影響を除けば全てのセグメントで拡⼤しています。特に法
⼈・ソリューションが好調を維持しています。

営業利益については、５⽉に発表しました中期経営計画に基づく費⽤の増加はあ
りますが、旧Dell Services部⾨買収に伴うPMI費⽤の減少や増収によって増益となっ
ています。

それでは、各項⽬について、増減の内容をセグメントごとにご説明します。



（説明省略）
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まず、受注⾼の状況です。
公共・社会基盤は、第２四半期で中央府省から⼤型案件を含む複数の案件を獲得

し、⼤幅にプラス幅を拡⼤しています。

⾦融は、累計では前期に受注した⼤型案件の反動減によってマイナスとなってい
ますが、第２四半期では協同組織⾦融機関向け案件を獲得しており、マイナス幅を
縮⼩させています。

法⼈・ソリューションは、製造業を中⼼に着実に受注が伸びています。

北⽶は、第２四半期でも⼤型案件を獲得しており、３四半期連続の⼤幅プラスと
好調を維持しています。

EMEA・中南⽶は、為替影響によって第１四半期時点よりもプラス幅は抑えられて
いますが、着実に伸びています。
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続いて、売上⾼の状況です。
公共・社会基盤は、中央府省向けサービスの反動減はありますが、ユーティリ

ティやテレコム向けの売上が拡⼤しており、増収となっています。

⾦融は、⾦融機関向けサービスを中⼼に着実に増収幅が拡⼤しています。

法⼈・ソリューションは、製造業向けサービスの増収に加え、前期に買収したペ
イジェント社の連結拡⼤やCAFISのオーガニック成⻑によりペイメントサービスの増
収が続いており、引き続き好調です。

北⽶は、M&Aによる規模拡⼤によって現地通貨ベースでは増収ですが、為替影響
により前年並みとなっています。

EMEA・中南⽶はスペインを中⼼に引き続き順調に伸びています。
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次に、営業利益の状況です。
公共・社会基盤は増収による増益に加え、前期に⽐べて不採算額が減少している

ことによって増益となっています。

⾦融と法⼈・ソリューションは増収による増益。北⽶は、PMI費⽤が減少したこと
によって増益となっています。

EMEA・中南⽶は、中期経営計画に基づいた事業構造改⾰が着実に進展しており、
その関連費⽤の⽀出によって減益となっています。
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（説明省略）
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続きまして、中期経営計画の進捗状況についてご説明します。
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こちらが中期経営計画の全体像をまとめたものになります。
「変わらぬ信念」と「変える勇気」により、グローバルで質の伴った成⻑をめざ

します。



今中計では、お客様への提供価値を最⼤化するために、“変える勇気”としてこれ
ら4つの戦略を徹底的に実⾏していきます。
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戦略１は、「グローバルデジタルオファリングの拡充」です。
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こちらの狙いは、戦うための武器づくりと戦い⽅のレベルアップです。

具体的には、
1. 注⼒するインダストリーを定め、そのインダストリーごとにグローバルOne

チームを組成し、グローバルインダストリー、グローバルアカウント、グロー
バルオファリングについて戦略を策定していきます。

さらに、Digital Strategy Office（DSO）において、
2. デジタルビジネスの推進のために、グローバルレベルで重点領域のオファリン

グ創りを推進していきます。

また、
3. R&Dをグローバル化して、Center of Excellence（CoE）を拡充し、オファリ

ングの開発と展開をサポートしていきます。

これらによって、グローバル、デジタルの強みを前⾯に出して戦えるようにして
いきます。
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まずはグローバルマーケティングの加速です。
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グローバルマーケティングを加速するため、グローバルOneチームを作って、⼀
体となってグローバルのお客様に⾼度なサービスを提供するための体制を構築しま
した。

すでに複数のインダストリー領域で取り組みを始めております。
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こちらはグローバルでのインダストリーにおいて、外部機関から客観的に当社の
強い領域を評価いただいたグラフです。

当社は、グローバルで得意な領域・伸ばしたい領域でTOPを狙っていきます。そ
の結果として、全体でGlobal TOP5をめざしていきます。
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具体的には、こちらにあるような、⾃動⾞、⾦融、保険、ヘルスケア、テレコム、
⼩売り等の当社が強みを持ったインダストリー領域でグローバルOne Teamを組成
しました。

各インダストリーにおいて、グローバル横断での戦略を策定し、⼀体感を持って
世界中のお客様へ⾼度なサービスを提供していきます。



ここからは、オファリング戦略と具体的な事例をご紹介します。
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デジタルビジネスを加速するため、昨年DSO（Digital Strategy Office）という組
織を作りました。

グローバルレベルでこちらにある重点８領域を定め、デジタル変⾰実現のための
ソリューション・サービスの創造に取り組んでいます。
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こちらはヘルスケア領域で開発中の、AIによる画像診断⽀援ソリューションです。
本ソリューションは、患者の医療画像をAIで分析します。そして、「複数の疾病の
異常」を判定し、医師の診断をサポートします。

直近の実証実験では、腎臓のあらゆる疾患に関して、⼈種や⽣活習慣の異なる複
数の国の患者に適⽤できることを確認しました。特に、腎臓癌の診断においては⾼
い検出性能が確認されました。

今回の結果を踏まえ、実際の診断業務での医師の負担削減効果等の検証を、2020
年度をめどに計画しています。
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こちらは、⼩売業界向けの取り組みです。
⼿に取った商品をレジでの⽀払い無しで持ち帰ることができる、レジ無しデジタ

ル店舗出店サービス「Catch&Go」を9⽉より提供開始しました。

本サービスは、オムニチャネルやECサイト等、当社が顧客接点系のデジタルビジ
ネスで培ってきたノウハウを活かしたリアル店舗のデジタル化です。

消費者にとっては、レジでの⽀払いのストレスが軽減され、また店舗にとっては、
業務効率化やレジ待ち解消による購買機会の最⼤化、消費者の動線等をデータで把
握することで、マーケティングへの活⽤が可能となります。

当社は、本サービスを2022年度末までに⼩売業界1,000店舗へ導⼊することをめ
ざします。



次に、オファリングの開発と展開をサポートする技術集約拠点（CoE）の取り組
み状況です。
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CoEは、グローバルレベルでのテクノロジー・知⾒の集約と活⽤を推進するため、
グローバル共通の研究拠点を組成し、お客様のデジタル化を⽀援しています。

このなかでも、ブロックチェーンやデザインについては、外部調査会社からリー
ダー評価を獲得しました。

ユースケースやリファレンスの共有によるシナジーを深めることで、国内、海外
双⽅において商⽤案件の拡⼤に繋がっています。
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ブロックチェーンCoEには、NTTデータグループ全体で24カ国から300名を超え
るメンバーが参加しています。

CoEの連携によって、世界に先駆けて商⽤サービスにブロックチェーン技術を適
⽤した事例も出てきています。
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こちらはデザインCoEの取り組みです。当社では、デザインの知⾒をグローバル
で共有するためのネットワークを構築しています。

世界中で15のスタジオ、450⼈以上のUXデザイナーがおり、80以上のユースケー
スを共有しています。



戦略2は「リージョン特性に合わせたお客様への価値提供の深化」です。
狙いは、お客様に魅⼒的な価値を提供し続ける、ということです。各リージョン

での具体的な取り組み事例をご紹介します。
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まずは⽇本国内の事例です。
当社が提供する国内最⼤のキャッシュレス決済プラットフォーム「CAFIS」の新

たなソリューションとして、国内外の⼀次元バーコードやQRコードといった各種
コード決済への対応を可能とする「コード決済ゲートウェイ」の提供を開始しまし
た。

本サービスの利⽤により、国内のコード決済や中国で広く普及しているコード決
済を⼀元的に対応することが可能になります。

通常、複数のコード決済サービスを導⼊するには、事業者ごとにシステム接続が
必要ですが、個別の対応が不要となります。また、店員さんのオペレーションの負
荷も軽減されます。

今後も各種コード決済への対応を推進するとともに、CAFISが提供する様々な
サービスとの連携を進めることで、⽇本の更なるキャッシュレス化に貢献していき
ます。
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こちらは、iPS細胞等を取り扱う次世代ラボの提供をめざし8社でコンソーシアム
を設⽴した事例になります。

本コンソーシアムは、創薬・再⽣医療等のライフサイエンス分野における研究活
動をデジタル化して⼀元管理、活⽤することで、実験の再現性や効率性の向上をめ
ざすものです。

2019年中にシステムを開発するとともに、新たなラボ設置をめざしています。



34

こちらは北⽶の事例です。

NTT DATA Servicesは、⽶国における公共分野の豊富な実績を活かし、新たな⼤
型アウトソーシング案件を受注しました。

⾃動化などこれまでのデジタルオファリングへの投資成果を活⽤し、⽣産性の更
なる向上やお客様への提供価値の⾼度化を狙っていきます。また、我々の業務⾃体
の効率化も図り、収益率も⾼めていきます。

今後も、魅⼒的な価値を提供し続けることでお客様との信頼関係をさらに深め、
Digital技術を活⽤してお客様の事業へ貢献していきます。
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こちらも同じく北⽶、NTT DATA Servicesの⼤型アウトソーシングの案件です。

⽶国⼤⼿化学メーカーの事業変化を捉え、広範かつ複雑なITインテグレーション
を完遂させ、 Digital技術を活⽤したDynamic Workplaceのサービス提供を開始しま
した。

このように、北⽶リージョンにおいてこれまでのデジタルオファリングへの投資
や選択と集中、上流対応⼒強化へ取り組んできた効果が、⼤型案件の受注という結
果として現れてきています。
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こちらはEMEA・中南⽶の案件です。

EMEA・中南⽶においても⼤型アウトソーシングの契約を締結しています。当社
グループ会社のeverisもアウトソーシングの豊富な実績があります。

お客様との深い信頼関係に基づき、Digital技術を活⽤したプロセス⾃動化や周辺
系システムの⾼度化、効率的なデリバリー体制の実現等、様々な取り組みが評価さ
れ、戦略パートナーに選定されました。

EMEA・中南⽶リージョンにおいてもデジタルオファリングへの投資やデリバ
リー強化への取り組みが実績として現れてきています。また、現在進めている事業
構造改⾰と合わせ、リージョン全体の利益率の更なる向上をめざしていきます。



戦略3は「グローバル全社員の⼒を⾼めた組織⼒の最⼤化」です。
狙いは、社員⼀⼈⼀⼈のDigital対応⼒、Global対応⼒の強化と組織⼒の強化です。
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社員のプロフェッショナリティを最⼤化するため、多様な⼈財像にあわせた制度
を創設しています。

デジタルビジネスの拡⼤に伴い、従来とは異なる専⾨性が求められるようになっ
てきました。

そのような背景のもと、昨年度に創設したADP制度によって採⽤を強化し、現在
4名の⾼度専⾨⼈財が活躍をしています。

また、社員のキャリアやケイパビリティが多様化する中で、専⾨的スキルをもつ
⼈財の潜在能⼒を最⼤限に活かして評価する「テクニカルグレード制度」を創設し
ました。

さらに、新たな社員の専⾨性として、デジタルビジネスの拡⼤に伴う多様な専⾨
性に対応するため、「ビジネスディベロッパ」と「データサイエンティスト」を追
加しています。
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また、Digitalを活⽤した働き⽅変⾰では、グローバルで知⾒やノウハウを共有で
きる最先端のしくみを導⼊し、コラボレーションを推進しています。

現在、約18,000のコンテンツがグローバルで共有されており、提案活動やノウハ
ウの展開に活⽤されています。



最後に、NTTグループ連携の強化です。
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こちらはNTTグループ各社が連携して取り組んでいる事例です。グループの強み
を結集してラスベガス市の公共安全ソリューションを実現しました。

北⽶のNTT DATA ServicesがOne NTTチームの⼀員としてプライムSIで参画して
います。NTT Ltd.と連携しながら、トータルサービスを提供しています。

以降は、事業トピックや数値情報等を記載していますので、ご説明は省略します。
私のプレゼンテーションは以上とさせていただきます。ありがとうございました。
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